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文責：校長  201９年 ６月 １４日（金）№９ 

来週、１９日(水)に県南中学校水泳競技大会がスイ
ンピア矢祭で開催されます。 
特設水泳部の５名の生徒は顧問の須藤先生、大和田

先生、外部コーチのスインピア矢祭館長、圷さんの指
導のもと、練習に励んでいます。大会での上位入賞、
そして県大会等上位大会への進出が期待できます。 

１２日(水)に３学年思春期講座を
実施しました。当日は、講師の辺見先
生が、「思春期の皆さんに伝えたいこ
と～大切にしよう！自分の身体・自分
の人生～」というテーマで、性感染症
の怖さや予防法、命の大切さについて
教えてくださいました。 

令和元年５月実施 

僕たち特設水泳部は、全員県大会を目標
に、日々の少ない練習時間の中、頑張って
きました。例えば、腕や脚の強化をするた
めの練習や飛び込み練習などをしました。
大会当日は、全員ベストを尽くし、上位を
目指して頑張ってきます。そして、今まで
支えてくれた先生方や外部コーチの圷さ
んに感謝し、立派な泳ぎをしてきたいで
す。 

支えてくれた先生方や外部コーチの圷さんに感謝し、立
派な泳ぎをしてきたいです。 

生徒理解を深め、一人一人に適切な支
援を行うために、今週、二者相談を実施
しました。 
主に、現在までの学習状況や学校生活

全般を振り返り、今後の目標や取組みに
ついて、生徒と共に考えながら助言しま
した。３年生は進路選択を中心に相談を
行いました。 

した。３年生は進路選択を中心に相談を行いました。 

１ メディアコントロールチャレンジの目的 

メディアを使う時間をコントロールする力を育

て、家庭学習や読書の時間を増やすことで、生徒に

学習習慣や規則正しい生活習慣を身に付けさせる。 

２ 実施期間 ６月２０日(木)～２４日(月)の５日間 

３ 実施方法 メディアコントロールチャレンジシー

トを用いて、メディアを使う時間をコン

トロールする力を育てる。 

 

 

本校においてメディ利用時間を決めて生活している生
徒の割合は約３割です。（※下掲【i-Check調査】参照） 
こうした現状も踏まえ、ネットを中心としたメディア

の利用時間をコントロールする力を育てることを目的
に、今年度もやまつりこども園、矢祭小学校と連携し、
６月２０日（木）から２４日（月）までの５日間、「メディ
アコントロールチャレンジ」を実施します。実施に当たっ
ては、ご家庭のご理解、ご協力をお願いします。 

・ 6/24（月）・25（火）に期末テストを実施します。 
・ １９日（水）からはテスト前部活動中止となります。 

Ｑ：遊び時間（DVD･PC･ゲーム･ネット･TV

など）を決めているか？ 

決めている だいたい あまり きめていない その他 

《１学年》 

《３学年》 

《２学年》 

１学年の国語は、坂上先生と佐藤先生によるティーム
ティーチング(ＴＴ)で授業を行っています。２名の教師
による授業で、生徒一人一人へのきめ細かな指導を行う
ことがねらいです。 
今週、国語科では、学習旅行で制作した焼き物を紹介

する文章を書く授業を行いました。上写真は、焼き物の
特徴を観点別に書き出す学習活動の様子です。坂上先生、
佐藤先生が一人一人に丁寧に助言を行い、全員が焼き物
の特徴を十分に書き出すことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

私は、中体連当日までは引退だとか、もう部活が終わる
などと思っていました。なぜなら、本当に最後の大会、チー
ム全員とやれるのもこれで最後だと感じたからです。 
大会が始まり団体戦を最初にやりました。東北中、浅川

中と対戦しましたが、強い相手に対しても気持ちで負ける
なという三瓶先生の言葉を胸に、全員で戦いました。結果
は、２校に負けてしまいましたが、一人一人が大きな声で
「切り替えて！」とか「ナイスコース！」、「ドンマイ！」、
「大丈夫！」など声を掛けてくれました。そのお蔭で、気
持ちを切り替えて個人戦を戦うことができました。 
私は、高橋さんとペアを組み、東北中と対戦しました。

二人ともコンディションが悪かったのですが、声を掛け合
いながら頑張りました。その結果、３－０で勝ちました。
他にも、みんなはフルセットまでいきました。その時、み
んな成長したと感じました。 
私は今、卓球部に入ってよかったと心から思っていま

す。そして卓球部のみんなに出会えてよかったと思ってい
ます。チームの全員で決めた目標、方針はすべて無駄では
なかったと思っています。そのお蔭でチームみんなが真剣
に取り組めたからです。 
最後に、私はみんなに言いたいことがあります。私は卓

球部のみんなが大好きです。今までありがとう。新たな目
標に向かって頑張りたいと思います。 

ことだらけだったので、バスケという競技に夢中でした。 
中学校に入学し、私はバスケットボール部に入部しまし

た。その時には、バスケをすることが当たり前になってい
たので、怒られないように、ただ、プレーをしていただけ
でした。ある日、「もうやりたくない。」などと言っている
と、先生に、「じゃあ先生が、引退まで楽しかった。やっ
てて良かったと思わせてやるから。いい。」と約束させら
れました。 
大好きだった先輩も引退し、私は部長になりました。部

長をやっていて気づいたことがあります。それは「自分次
第で周りも変化する」ということです。そのため、私は笑
顔で何事にも積極的に行動しました。するとみんなも楽し
そうにバスケをしてくれて心が温まりました。 
でも、人数の関係で中体連大会に出られないのではない

かと不安になりました。その時、１年生の二人が一緒に出
てくれることになり、より一層努力をしました。そして、
中体連当日。私たちは、悔いが残らないくらい全力を出し
切れました。先生にあいさつしてもらっている時、涙が出
てきて、続けてきて良かったと、心から思えました。宮澤
先生ありがとうございました。これからの１年間、何事に
も最後という言葉がついてきます。私はこのバスケ部で身
につけた翼で、どんな壁も乗り越えていきたいです。 

 

に入部しました。 
私が入部した時は、１年生だけで６人おり、試合がで

きる人数がいましたが、３人に減ってしまいました。今
までバスケを続けてきた中で、もう部活なんかやりたく
ない、行きたくないと思う時がたくさんありました。で
も、私は３年間バスケを続けてきました。バスケは５人
でやる競技なので、５人いないと試合をすることができ
ません。 
１年生が入学した時、バスケ部に入ってほしくて対面

式を工夫して考えました。でも、入部する人がいなかっ
たので、私は中体連に出られないまま引退するのかと考
えてしまうことがありました。そんな時、文化部の１年
生二人が、中体連までバスケを一緒にしてくれると聞き、
とても嬉しく思いました。それから、毎日の練習を５人
で頑張りました。 
中体連では、負けてしまったけれど、私は最後までバ

スケを続けて良かったと思いました。最後まで一緒にバ
スケを続けてきた二人には、感謝の思いでいっぱいです。
「ありがとう。」そして、最後まで戦ってくれた１年生二
人と宮澤先生、須藤先生のおかげで、笑顔で引退できま
した。「ありがとうございました。」 
バスケは良いスポーツだと思います。５人で繋いだ

ボールが小さなゴールに入ります。一人でも、気を抜い
ただけで大きな穴になってしまいます。私はバスケでた
くさんのことを学びました。 
先輩方が繋いできたバスケ部に入部してくれる後輩が

できたら嬉しいです。私にとってバスケを続けてきた３
年間は、私の大切な思い出です。 

中体連は、３年生にとって最後の大会
です。 

 
 
 
私は、中体連当日までは引退だとか、

もう部活が終わるなどと思っていまし
た。なぜなら、本当に最後の大会、チー
ム全員とやれるのもこれで最後だと感じ
たからです。 
大会が始まり、団体戦を最初にやりま

した。東北中、浅川中と対戦しましたが、
勝てない相手だとしても気持ちで負ける
なという三瓶先生の言葉を胸に、全員で
戦いました。結果は、２校に負けてしま
いましたが、一人一人が大きな声で「切
り替えて！」とか「ナイスコース！」、「ド
ンマイ！」、「大丈夫！」など声を掛けて
くれました。そのお蔭で、気持ちを切り
替えて個人戦を戦うことができました。 
私は、高橋美乃里さんとペアを組み、

東北中と対戦しました。二人ともコン
ディションが悪かったのですが、声を掛
け合いながら頑張りました。その結果、
３－０で勝ちました。他にも、みんなは
フルセットまでいきました。その時、み
んな成長したと感じました。 
私は今、卓球部に入ってよかったと心

から思っています。そして卓球部のみん
なに出会えてよかったと思っています。
チームの全員で決めた目標、方針はすべ
て無駄ではなかったと思っています。そ
のお蔭でチームみんなが真剣に取り組め
たからです。 
最後に、私はみんなに言いたいことが

あります。私は卓球部のみんなが大好き
です。今までありがとう。新たな目標に
向かって頑張りたいと思います。 

小学校４年生の頃、私はバスケットボー
ルを始めました。その頃は、全てが新しい 

 
 
ことだらけだったので、バスケという競

技に夢中でした。 
中学校に入学し、私はバスケットボール

部に入部しました。その時には、バスケを
することが当たり前になっていたので、怒
られないように、ただ、プレーをしていた
だけでした。ある日、「もうやりたくない。
」など言っていると、先生に、「じゃあ先
生が、引退まで楽しかった。やってて良か
ったと思わせてやるから。いい。」と約束
させられました。 
大好きだった先輩も引退し、私は部長に

なりました。部長をやっていた気づいたこ
とがあります。それは「自分次第で周りも
変化する」ということです。そのため、私
は笑顔で何事にも積極的に行動しました。
するとみんなも楽しそうにバスケをして
くれて心が温まりました。 
でも、人数の関係で中体連大会に出られ

ないのではないかと不安になりました。そ
の時、１年生の２人が一緒に出てくれるこ
とになり、より一層努力をしました。そし
て、中体連当日。私たちは、悔いが残らな

私は、小学校からミニバスをやってい
たため、中学校でもバスケットボール部 

 
に入部しま 
 
した。 
私が入部した時は、１年生だけで６人

おり、試合ができる人数がいましたが、
３人に減ってしまいました。今までバス
ケを続けてきた中で、もう部活なんかや
りたくない、行きたくないと思う時がた
くさんありました。でも、私は三年間バ
スケを続けてきました。バスケは５人で
やる競技なので、５人いないと試合をす
ることができません。 
１年生が入学した時、バスケ部に入っ

てほしくて対面式を工夫して考えまし
た。でも、入部する人がいなかったので、
私は中体連に出られないまま引退する
のかと考えてしまうことがありました。
そんな時、文化部の１年生２人が、中体
連までバスケを一緒にしてくれると聞
き、とても嬉しく思いました。それから、
毎日の練習を５人で頑張りました。 
中体連では、負けてしまったけれど、

私は最後までバスケを続けて良かった
と思いました。最後まで一緒にバスケを
続けてきた二人には、感謝の思いでいっ
ぱいです。「ありがとう。」そして、最後
まで戦ってくれた１年生２人と宮澤先
生、須藤先生のおかげで、笑顔で引退で
きました。「ありがとうございました。」 
バスケは良いスポーツだと思います。

５人で繋いだボールが小さなゴールに
入ります。１人でも、気を抜いただけで
大きな穴になってしまいます。私はバス
ケでたくさんのことを学びました。 
先輩方が繋いできたバスケ部に入部

してくれる後輩ができたら嬉しいです。
私にとってバスケを続けてきた３年間
は、私の大切な思い出です。 

『広報やまつり』６月号から、全校朝会での生徒発表
が掲載されることになりました。初回は、白坂さんと鈴
木さんの発表内容が「中学生日誌」コーナーに掲載され
ています。生徒の素晴らしい発表を広く町民の皆様に
知っていただける大変良い機会となります。 

朝 朝会

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

２２日（土）

２３日（日）

　来 週 の 主 な 行 事 予 定

１８日
（火）

□カウンセラー来校

□部活なし(テスト期間)

□部活なし(テスト期間)

１７日
（月）

□人権教室(総合)・人権作文(道徳)
□スクールソーシャルワーカー来校
□メディアチャレンジ週間（～６/２４）
□職員会議・服務倫理委員会　１４：４０下校

２１日
（金）

１９日
（水）

□県南中体連水泳競技大会　スインピア
□週番引継ぎ(２班⇒３班)
□部活動なし(※テスト期間)　１４：４０下校
□ＰＴＡ教養部会１９：００～

２０日
（木）

□全校朝会・生徒発表
□朝食調べ（～２１日）
□県ＰＴＡ理事会・常任委員会(福島市)
　　ＰＴＡ会長・校長

□職員打合せ
□３校時で下校　１１：４０下校
　※矢祭町教育研究会開催のため


